
JP 2020-507459 A5 2021.3.25

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和3年3月25日(2021.3.25)

【公表番号】特表2020-507459(P2020-507459A)
【公表日】令和2年3月12日(2020.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2020-010
【出願番号】特願2019-542710(P2019-542710)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  71/70     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/26     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/34     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/48     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/50     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/52     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/56     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   71/70     ５００　
   Ｂ０１Ｄ   53/22     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/10     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/12     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/16     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/26     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/34     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/42     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/48     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/50     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/52     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/56     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/68     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　特許請求された主題の趣旨および範囲から逸脱することなく、本明細書に記載された実
施形態に対して様々な改変および変形がなされ得ることは、当業者には明らかであるはず
である。したがって、本明細書は、本明細書に記載される様々な実施形態の修正および変
更を包含することが意図されるが、そのような修正および変更が、添付の特許請求の範囲
およびそれらの等価物の範囲内であることを条件とする。
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　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　メタンよりも３個以上の炭素原子を有する重質炭化水素に対して選択的に透過性である
ポリマー材料を含む複合膜であって、前記ポリマー材料は、式（Ｉ）に従うポリシロキサ
ン主鎖を有する第１のコポリマーを含み、
【化２５】

式中、
　各Ａ１は、ジメチルシロキシルモノマーであり、
　各Ａ２は、式（Ｍ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択され、
【化２６】

　各Ａ３は、式（Ｍ２）を有する内部ネットワークモノマーから独立して選択され、
【化２７】

　各Ｑは、－Ｓｉ（Ｒ２）３、－Ｓｉ（ＯＲ２）３、Ｒ３、Ｒ４、Ｚ１、または基－（Ｃ
Ｈ２）ｚ－Ｒ５から独立して選択され、ｚは、１～１０の整数であり、
　各Ｒ１は、Ｃ５～Ｃ１０アルキルまたはフェニルから独立して選択され、
　各Ｒ２は、独立して、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり、
　各Ｒ３は、式（Ｑ１）を有する構造から独立して選択され、
【化２８】

　　各Ｒ６は、Ｒ４またはＲ５であり、少なくとも１つのＲ６は、Ｒ４であり、
　各Ｒ４は、式（Ｑ２）または式（Ｑ３）を有する構造から独立して選択され、
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【化２９】

　　式（Ｑ２）および式（Ｑ３）中の各ｙは、１～８５０の整数であり、
　各Ｒ５は、式（Ｘ１）を有する架橋基であり、
【化３０】

　各Ｚ１は、ポリシロキサン主鎖を有する第２のコポリマーへの架橋部位であり、
　下付き文字ｄ、ｐ、およびｍは、ポリシロキサン主鎖中のランダムに配置されたモノマ
ーＡ１、Ａ２、およびＡ３のモル分率を表し、
　ｐは、０～０．５０であり、
　ｐが０の場合、少なくとも１つのモノマーＡ３は、－（ＣＨ２）ｚ－Ｒ５であり、
　ｍは、０．０１～０．２０であり、
　ｄ＋ｐ＋ｍ≦１であり、
　各Ｍは、末端シリル基である、複合膜。
　実施形態２
　ｐが、０．２０～０．５０である、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態３
　各Ｒ１が、Ｃ５～Ｃ１０アルキルである、実施形態２に記載の複合膜。
　実施形態４
　各Ｒ１が、オクチルである、実施形態２に記載の複合膜。
　実施形態５
　各Ｒ１が、フェニルである、実施形態２に記載の複合膜。
　実施形態６
　前記ポリマー材料への構造的支持を提供する多孔質支持体層およびベース支持体をさら
に備え、前記ポリマー材料は、多孔質支持体層上にコーティングされ、前記多孔質支持体
は、後に前記ポリマー材料と前記ベース支持体との間に介在する、実施形態１に記載の複
合膜。
　実施形態７
　前記ベース支持体が、不織材料である、実施形態６に記載の複合膜。
　実施形態８
　前記不織材料が、ポリ（エチレンテレフタレート）、セルロースアセテート、ポリエチ
レン、ポリプロピレン、ポリ（アルキルアミド）、またはポリ（アリールアミド）から選
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択される、実施形態６に記載の複合膜。
　実施形態９
　前記多孔質支持体層が、ポリアクリロニトリル、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリカー
ボネート、ポリアミド、酢酸セルロース、ポリマースルホン、ポリエーテルケトン、ポリ
エーテルエーテルケトン、またはポリエーテルスルホンから選択される微孔質材料である
、実施形態６に記載の複合膜。
　実施形態１０
　基ＱがＺ１である少なくとも１つの内部ネットワークモノマーＡ３を含む、実施形態１
に記載の複合膜であって、前記第２のコポリマーが、式（ＩＩ）に従うポリシロキサン主
鎖を有し、
【化３１】

　式中、
　　各Ｇ１は、式（Ｇ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択され
、
【化３２】

　　Ｒ７は、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはＣ６～Ｃ１０アリールから選択され、
　各Ｇ２は、式（Ｇ２）を有する内部ネットワークモノマーから独立して選択され、
【化３３】

　　Ｒ４は、式（Ｑ２）を有する構造から選択され、

【化３４】

　　式（Ｑ２）中の各ｙは、１～５０の整数であり、
　各Ｌは、式（Ｇ３）を有する連結モノマーであり、
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【化３５】

　　Ｚ２は、前記第１のコポリマーまたは追加のコポリマーのいずれかに対する架橋部位
であり、
　前記第２のコポリマーの少なくとも１つの連結モノマーＬのＺ２は、前記第１のコポリ
マーへの架橋部位であり、
　下付き文字ｎ、ｂ、およびｑは、前記第２のコポリマーのランダムに配置されたモノマ
ーのモル分率を表し、
　ｂは、０．０１～０．５であり、
　ｑは、０～０．０５であり、
　ｎ＋ｂ＋ｑ≦１であり、
　各Ｍは、末端シロキシル基である、複合膜。
　実施形態１１
　ｐが、０．２０～０．５０である、実施形態１０に記載の複合膜。
　実施形態１２
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　各Ｑが、Ｒ３である、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態１３
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、オクチルまたはフェニルであり、
　各Ｑが、式（ＩＩ）に従うポリシロキサン主鎖を有する第２のコポリマーへの架橋部位
Ｚ１であり、

【化３６】

　式中、
　　各Ｇ１は、ジメチルシロキシルモノマーであり、
　　各Ｇ２は、式（Ｇ２）を有する内部ネットワークモノマーから独立して選択され、

【化３７】

　　Ｒ４は、式（Ｑ２）を有する構造から選択され、
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【化３８】

　　式（Ｑ２）中の各ｙは、１～８５０の整数であり、
　各Ｌは、式（Ｇ３）を有する連結モノマーであり、
【化３９】

　　Ｚ２は、前記第１のコポリマーの前記架橋部位Ｚ１であり、
　下付き文字ｎ、ｂ、およびｑは、前記第２のコポリマーのランダムに配置されたモノマ
ーのモル分率を表し、
　ｂは、０．０１～０．５であり、
　ｑは、０．００１～０．０５であり、
　ｎ＋ｂ＋ｑ＝１であり、
　各Ｍは、末端シリル基である、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態１４
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　　Ｑが－Ｓｉ（Ｒ２）３である式（Ｍ２）に従うアルキルシリルモノマー、
　　Ｑが－Ｓｉ（ＯＲ２）３である式（Ｍ２）に従うアルコキシシリルモノマー、および
　　Ｑが式（ＩＩ）に従うポリシロキサン主鎖を有する第２のコポリマーへの架橋部位Ｚ
１である式（Ｍ２）に従う架橋モノマー、
【化４０】

　　（式中、
　　　各Ｇ１は、式（Ｇ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択さ
れ、
【化４１】

　　　　Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはＣ６～Ｃ１０アリールから選択され、
　　　各Ｌは、式（Ｇ３）を有する連結モノマーであり、
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【化４２】

　　　　Ｚ２は、前記第１のコポリマーの前記架橋部位Ｚ１であり、
　　　下付き文字ｎ、ｂ、およびｑは、前記第２のコポリマーのランダムに配置されたモ
ノマーのモル分率を表し、
　　　ｂは、０．０１～０．５であり、
　　　ｑは、０であり、
　　　ｎ＋ｂ＋ｑ＝１であり、
　　　各Ｍは、末端シリル基である）、ならびに
　　それらの組み合わせからなる群から選ばれる、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態１５
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、少なくとも１つの架橋モノマーを含む、実施形
態１４に記載の複合膜。
　実施形態１６
　各Ｒ７が、メチル、オクチル、およびフェニルからなる群から選ばれる、実施形態１５
に記載の複合膜。
　実施形態１７
　各Ｒ７が、メチルである、実施形態１５に記載の複合膜。
　実施形態１８
　各Ｒ７が、オクチルである、実施形態１５に記載の複合膜。
　実施形態１９
　各Ｒ７が、フェニルである、実施形態１５に記載の複合膜。
　実施形態２０
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、少なくとも１種のアルキルシリルモノマー、少
なくとも１種のアルコキシシリルモノマー、および少なくとも１種の架橋モノマーを含む
、実施形態１４に記載の複合膜。
　実施形態２１
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　各Ｑは、－Ｓｉ（Ｒ２）３、またはＲ５から独立して選択される、実施形態１に記載の
複合膜。
　実施形態２２
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　Ｑが－Ｓｉ（Ｒ２）３である式（Ｍ２）に従うアルキルシリルモノマー、
　ＱがＲ５である式（Ｍ２）に従う架橋モノマー、および
　それらの組み合わせからなる群から選ばれる、実施形態２１に記載の複合膜。
　実施形態２３
　各Ｒ２が、メチルまたはエチルである、実施形態２２に記載の複合膜。
　実施形態２４
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　Ｑが－Ｓｉ（Ｒ２）３である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種のアルキルシリルモノマ
ー、および
　ＱがＲ５である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種の架橋モノマーを含む、実施形態２１
に記載の複合膜。
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　実施形態２５
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　ＱがＲ３である式（Ｍ２）に従うモノマー、
　Ｑが－（ＣＨ２）ｚ－Ｒ５である式（Ｍ２）に従う架橋モノマー、および
　それらの組み合わせからなる群から選ばれる、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態２６
　ｐが０である、実施形態２５に記載の複合膜。
　実施形態２７
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　ＱがＲ３である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種のモノマー、および
　Ｑが－（ＣＨ２）ｚ－Ｒ５である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種の架橋モノマーを含
む、実施形態２５に記載の複合膜。
　実施形態２８
　前記内部ネットワークモノマーＡ３が、
　ＱがＲ３である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種のモノマー、および
　Ｑが－（ＣＨ２）ｚ－Ｒ５であり、ｚが１である式（Ｍ２）に従う少なくとも１種の架
橋モノマーを含む、実施形態２５に記載の複合膜。
　実施形態２９
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、Ｃ５～Ｃ１０アルキル、オクチル、またはフェニルであり、
　各Ｑが、式（ＩＩ）に従うポリシロキサン主鎖を有する第２のコポリマーへの架橋部位
Ｚ１であり、
【化４３】

　　式中、
　　　各Ｇ１は、式（Ｇ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択さ
れ、

【化４４】

　　　　Ｒ７は、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはＣ６～Ｃ１０アリールから選択され
、
　　　各Ｌは、式（Ｇ３）を有する連結モノマーであり、
【化４５】

　　　　Ｚ２は、前記第１のコポリマーの架橋部位Ｚ１であり、
　　　下付き文字ｎ、ｂ、およびｑは、前記第２のコポリマーのランダムに配置されたモ
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ノマーのモル分率を表し、
　　　ｎは、０．００５～０．５５であり、
　　　ｎ＋ｂ＝１であり、
　　　各Ｍは、末端シリル基である、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態３０
　各Ｒ７が、水素である、実施形態２９に記載の複合膜。
　実施形態３１
　各Ｒ７が、メチルである、実施形態２９に記載の複合膜。
　実施形態３２
　各Ｒ７が、オクチルであり、
　ｎが、０．２５～０．３である、実施形態２９に記載の複合膜。
　実施形態３３
　各Ｒ７が、フェニルであり、
　ｎが、０．４５～０．５０である、実施形態２９に記載の複合膜。
　実施形態３４
　ｐが、０．２０～０．５０であり、
　各Ｒ１が、フェニルであり、
　各Ｑが、基Ｒ４である、実施形態１に記載の複合膜。
　実施形態３５
　天然ガスから重質炭化水素を除去するためのシステムであって、
　入口、保持液出口、および透過液出口を備える分離器ユニットと、
　前記分離器ユニットの前記入口と流体連通する天然ガス源と、
　前記分離器ユニット内で最初に少なくとも１つの複合膜を通過することなく前記入口か
ら前記透過液出口への流体の流れを防止し、前記少なくとも１つの複合膜を通過すること
なく前記流体の流れが前記入口から前記保持液出口へ進むことを可能にするように構成さ
れる、実施形態１に記載の少なくとも１つの複合膜と、
　前記分離器ユニットの前記保持液出口と流体連通する保持液収集器と、
　前記分離器ユニットの前記透過液出口と流体連通する透過液収集器とを備えるシステム
。
　実施形態３６
　前記透過液収集器が、少なくとも３個の炭素原子を有する重質炭化水素を含む透過液を
収集する、実施形態３５に記載のシステム。
　実施形態３７
　ｐが、０．２０～０．５０である、実施形態３５に記載のシステム。
　実施形態３８
　各Ｒ１が、オクチルまたはフェニルである、実施形態３７に記載のシステム。
　実施形態３９
　前記複合膜の前記ポリマー材料が多孔質支持体層上にコーティングされ、前記多孔質支
持体が後に前記ポリマー材料と前記不織材料との間に介在する、実施形態３５に記載のシ
ステム。
　実施形態４０
　前記不織材料が、ポリ（エチレンテレフタレート）であり、前記多孔質支持体層が、ポ
リアクリロニトリル、ポリ（フッ化ビニリデン）、またはポリエーテルスルホンから選択
される、実施形態３９に記載のシステム。
　実施形態４１
　メタン、および初期体積分率の少なくとも３個の炭素原子を有する重質炭化水素を含有
する天然ガス流から、前記重質炭化水素を除去する方法であって、
　入口と、保持液出口と、透過液出口と、分離器ユニット内で最初に少なくとも１つの複
合膜を通過することなく前記入口から前記透過液出口への流体の流れを防止し、前記少な
くとも１つの複合膜を通過することなく前記流体の流れが前記入口から前記保持液出口へ
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進むことを可能にするように構成される、実施形態１に記載の少なくとも１つの複合膜と
を備える分離器ユニットに、前記天然ガス流を供給圧力で導入することと、
　　前記保持液出口からの保持液であって、前記保持液は、低減された体積分率の前記重
質炭化水素を有し、前記低減された体積分率は、前記初期体積分率より小さい、保持液、
または
　　前記透過液出口からの透過液であって、前記透過液は、増加した体積分率の前記重質
炭化水素を有し、前記増加した体積分率は、前記初期体積分率より大きい、透過液の少な
くとも１つを収集することとを含む方法。
　実施形態４２
　前記供給圧力が、１バール～１０バールである、実施形態４１に記載の方法。
　実施形態４３
　前記分離器ユニットが、２０℃～１００℃の分離温度にある、実施形態４１に記載の方
法。

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタンよりも３個以上の炭素原子を有する重質炭化水素に対して選択的に透過性である
ポリマー材料を含む複合膜であって、前記ポリマー材料は、式（Ｉ）に従うポリシロキサ
ン主鎖を有する第１のコポリマーを含み、
【化１】

式中、
　各Ａ１は、ジメチルシロキシルモノマーであり、
　各Ａ２は、式（Ｍ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択され、

【化２】

　各Ａ３は、式（Ｍ２）を有する内部ネットワークモノマーから独立して選択され、
【化３】

　各Ｑは、式（ＩＩ）に従うポリシロキサン主鎖を有する第２のコポリマーへの架橋部位
Ｚ１であり、



(11) JP 2020-507459 A5 2021.3.25

【化４】

　　式中、
　　　各Ｇ１は、式（Ｇ１）を有する置換メチルシロキシルモノマーから独立して選択さ
れ、
【化５】

　　　　Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはＣ６～Ｃ１０アリールから選択され、
　　　各Ｌは、式（Ｇ３）を有する連結モノマーであり、

【化６】

　　　　Ｚ２は、前記第１のコポリマーの架橋部位Ｚ１であり、
　　　下付き文字ｎおよびｂは、前記第２のコポリマーのランダムに配置されたモノマー
のモル分率を表し、
　　　ｎは、０．００５～０．５５であり、
　　　ｎ＋ｂ＝１であり、
　各Ｒ１は、Ｃ５～Ｃ１０アルキルまたはフェニルから独立して選択され、
　下付き文字ｄ、ｐ、およびｍは、ポリシロキサン主鎖中のランダムに配置されたモノマ
ーＡ１、Ａ２、およびＡ３のモル分率を表し、
　ｐは、０．２０～０．５０であり、
　ｍは、０．０１～０．２０であり、
　ｄ＋ｐ＋ｍ＝１であり、
　式（Ｉ）および（ＩＩ）における各Ｍは、末端シリル基である、複合膜。
【請求項２】
　各Ｒ１が、オクチルである、請求項１に記載の複合膜。
【請求項３】
　各Ｒ１が、フェニルである、請求項１に記載の複合膜。
【請求項４】
　前記ポリマー材料への構造的支持を提供する多孔質支持体層およびベース支持体をさら
に備え、前記ポリマー材料は、多孔質支持体層上にコーティングされ、前記多孔質支持体
は、後に前記ポリマー材料と前記ベース支持体との間に介在し、前記ベース支持体が、ポ
リ（エチレンテレフタレート）、セルロースアセテート、ポリエチレン、ポリプロピレン
、ポリ（アルキルアミド）、またはポリ（アリールアミド）から選択される不織材料であ
り、前記多孔質支持体層が、ポリアクリロニトリル、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリカ
ーボネート、ポリアミド、酢酸セルロース、ポリマースルホン、ポリエーテルケトン、ポ
リエーテルエーテルケトン、またはポリエーテルスルホンから選択される微孔質材料であ
る、請求項１に記載の複合膜。
【請求項５】
　各Ｒ１が、オクチルまたはフェニルであり、
　各Ｒ７が、メチル、オクチル、またはフェニルである、請求項１に記載の複合膜。
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【請求項６】
　各Ｒ７が、メチルである、請求項５に記載の複合膜。
【請求項７】
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　各Ｒ７が、メチルである、請求項５に記載の複合膜。
【請求項８】
　各Ｒ７が、オクチルであり、
　ｎが、０．２５～０．３０である、請求項５に記載の複合膜。
【請求項９】
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　各Ｒ７が、オクチルであり、
　ｎが、０．２５～０．３０である、請求項５に記載の複合膜。
【請求項１０】
　各Ｒ７が、フェニルであり、
　ｎが、０．４５～０．５０である、請求項５に記載の複合膜。
【請求項１１】
　各Ｒ１が、オクチルであり、
　各Ｒ７が、フェニルであり、
　ｎが、０．４５～０．５０である、請求項５に記載の複合膜。
【請求項１２】
　天然ガスから重質炭化水素を除去するためのシステムであって、
　入口、保持液出口、および透過液出口を備える分離器ユニットと、
　前記分離器ユニットの前記入口と流体連通する天然ガス源と、
　前記分離器ユニット内で最初に少なくとも１つの複合膜を通過することなく前記入口か
ら前記透過液出口への流体の流れを防止し、前記少なくとも１つの複合膜を通過すること
なく前記流体の流れが前記入口から前記保持液出口へ進むことを可能にするように構成さ
れる、請求項１に記載の少なくとも１つの複合膜と、
　前記分離器ユニットの前記保持液出口と流体連通する保持液収集器と、
　前記分離器ユニットの前記透過液出口と流体連通する透過液収集器であって、少なくと
も３個の炭素原子を有する重質炭化水素を含む透過液を収集する透過液収集器と、を備え
るシステム。
【請求項１３】
　各Ｒ１が、オクチルまたはフェニルであり、各Ｒ７が、メチル、オクチル、またはフェ
ニルである、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複合膜の前記ポリマー材料が多孔質支持体層上にコーティングされ、前記多孔質支
持体が後に前記ポリマー材料と前記不織材料との間に介在し、前記不織材料が、ポリ（エ
チレンテレフタレート）であり、前記多孔質支持体層が、ポリアクリロニトリル、ポリ（
フッ化ビニリデン）、またはポリエーテルスルホンから選択される、請求項１２に記載の
システム。
【請求項１５】
　メタン、および初期体積分率の少なくとも３個の炭素原子を有する重質炭化水素を含有
する天然ガス流から、前記重質炭化水素を除去する方法であって、
　入口と、保持液出口と、透過液出口と、分離器ユニット内で最初に少なくとも１つの複
合膜を通過することなく前記入口から前記透過液出口への流体の流れを防止し、前記少な
くとも１つの複合膜を通過することなく前記流体の流れが前記入口から前記保持液出口へ
進むことを可能にするように構成される、請求項１に記載の少なくとも１つの複合膜とを
備える、２０℃～１００℃の分離温度にある分離器ユニットに、前記天然ガス流を１バー
ル～１０バールの供給圧力で導入することと、
　　前記保持液出口からの保持液であって、前記保持液は、低減された体積分率の前記重
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質炭化水素を有し、前記低減された体積分率は、前記初期体積分率より小さい、保持液、
または
　　前記透過液出口からの透過液であって、前記透過液は、増加した体積分率の前記重質
炭化水素を有し、前記増加した体積分率は、前記初期体積分率より大きい、透過液の少な
くとも１つを収集することとを含む方法。
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